
い
コ
ー
ス
で
す
。
今
年
度
は
そ

の
外
側
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
の
全
線

整
備
が
完

成
し
ま
し

た
。

　

3
つ
の

コ
ー
ス
は

ど
れ
も
諏

訪
湖
の
周

り
を
時
計
回
り
に
歩
く
ル
ー
ト

で
、
中
盤
以
降
に
ホ
テ
ル
や
飲

食
店
の
多
い
東
岸
に
差
し
掛
か

る
よ
う
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
は
好
き
な
と
こ
ろ
を
選

ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で

楽
し
む
と
い
う
自
由
度
の
高
い

企
画
が
嬉
し
い
で
す
。
腹
ご
し

ら
え
の
後
は
残
り
3
㎞
ほ
ど
を

歩
い
て
ゴ
ー
ル
で
す
。
全
員
が

無
事
歩
き
切
り
ま
し
た
。

　

４
月
19
日
（
金
）、
支
所
発
10

時
30
分
の
バ
ス
に
乗
り
、
出
発

で
す
。
途
中
の
バ
ス
停
で
も
次
々

に
参
加
者
が
乗
っ
て
き
て
四
賀

地
区
を
離
れ
る
頃
に
は
バ
ス
は

満
席
に
。「
い
つ
も
こ
の
く
ら
い

混
ん
で
た
ら
い
い
ね
」
な
ど
と

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
30
分
。

市
内
の
塩
屋
小
路
入
口
で
下
車

し
て
、
春
の
街
な
か
を
ぶ
ら
ぶ

ら
歩
き
、
中
華
や
お
蕎
麦
な
ど
、

好
み
の
お
昼
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
バ
ス
な
の
で
昼
か
ら
軽
く

ビ
ー
ル
も
楽
し
め
ま
す
。

　

目
的
地
の
大
手
公
民
館
は
大

名
町
通
り
を
脇
に
入
っ
た
す
ぐ

の
と
こ
ろ
。
遠
藤
館
長
や
常
連

の
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
１
時
か

ら
調
理
室
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り

に
挑
戦
。
四
賀
か
ら
の
参
加
者

13
名
は
４
班
に
分
か
れ
調
理
開

始
。
豚
ひ
き
肉
に
ス
パ
イ
ス
な

ど
を
加
え
て
こ
ね
て
、
羊
の
腸

に
詰
め
て
い
き
ま
す
。
が
こ
れ

が
難
し
く
皆
さ
ん
悪
戦
苦
闘
。

そ
れ
で
も
大
手
の
皆
さ
ん
の
手

ほ
ど
き
で
何
と
か
形
に
な
り
ま

し
た
。
70
度
の
温
度
を
保
ち
な

が
ら
25
分
茹
で
た
ら
完
成
。
初

心
者
作
と
は
思
え
な
い
お
肉

感
い
っ
ぱ
い
の
ジ
ュ
ー
シ
ー
な

ソ
ー
セ
ー
ジ
。
ご
ち
そ
う
さ
ま

で
し
た
。

　

そ
の
後
希
望
者
は
第
２
部
の

「
街
歩
き
散
策
」
と
６
時
か
ら
の

「
居
酒
屋
公
民
館
」
に
も
参
加
し
、

さ
ら
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

一
部
の
地
区
で
行
わ
れ
て
い

る
『
居
酒
屋
公
民
館
』
は
、
参

加
者
が
自
分
の
好
き
な
食
べ
物
・

酒
類
を
持
ち
寄
り
つ
つ
、
居
酒

屋
の
よ
う
に
公
民
館
を
利
用
し

ま
す
。
参
加
料
も
2
0
0
円
と

安
く
、
時
間
を
気
に
せ
ず
に
話

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

主
催
側
に
聞
く
と
、
参
加
者
全

員
で
準
備
か
ら
片
付
け
ま
で
行

う
と
の
こ
と
。
全
員
で
何
か
を

行
う
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
現

在
、『
居
酒
屋
公
民
館
』
と
い
う

形
は
、
新
た
な
交
流
の
仕
方
と

し
て
も
良
い
の
で
は
と
感
じ
ま

す
。

　

４
月
22
日
（
月
）
23
名
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
周
16 

㎞
の
フ
ル
コ
ー
ス
、
10
㎞
コ
ー

ス
、
6
・
5
㎞
コ
ー
ス
を
そ
れ

ぞ
れ
の
体
力
に
合
わ
せ
て
選
ん

で
歩
き
ま
し
た
。

　

曇
っ
て
い
て
日
差
し
は
柔
ら

か
く
気
温
も
そ
こ
そ
こ
。
歩
く

に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
ゴ
ー
ル
の
す
わ
っ
こ
ラ
ン

ド
を
目
指
し
ま
す
。

　

諏
訪
湖
の
周
回
路
は
一
番
内

側
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ

ン
グ
専
用
で
、
ラ
バ
ー
素
材
の

舗
装
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
湖

岸
な
の
で
高
低
差
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
足
に
優
し
く
歩
き
や
す

御意見・御希望・お問い合わせは四賀公民館まで…　TEL　64－3112

四賀の世帯数・人口

世帯数　　　1,957世帯　
人　口　　　4,955　人
　男　　　　2,407　人　
　女　　　　2,548　人

352 1,843
3,890
1,874
2,016

（令和6年5月1日現在）

公
共
交
通
を
利
用
し
て

公
共
交
通
を
利
用
し
て

大
手
公
民
館
で
交
流
会

大
手
公
民
館
で
交
流
会

約半数の11名がフルコース16kmに挑戦し、無事完歩しました。

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

諏
訪
湖
一
周
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

諏
訪
湖
一
周
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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▼
世
界
は
あ
ら
ゆ
る

音
に
包
ま
れ
て
い
る
。

同
じ
よ
う
に
、
目
に

は
見
え
な
く
て
も
音

と
し
て
キ
ャ
ッ
チ
で

き
な
く
て
も
、
全
て

の
も
の
に
周
波
数
が

あ
る
。
こ
ん
な
こ
と

に
意
識
を
向
け
ら
れ

る
の
も
四
賀
に
暮
ら
し
て
い
る
か

ら
。
春
の
恒
例
の
鳥
た
ち
の
さ
え

ず
り
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個
体
の
音
と

周
波
数
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
く
る
。
▼
風
も
そ
う
。
五

感
で
感
じ
る
と
風
の
色
ま
で
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
四

賀
の
里
は
五
感
を
鍛
え
る
の
に
は

丁
度
良
い
。
必
要
以
上
に
も
の
が

な
く
て
丁
度
良
い
。
▼
こ
こ
で
生

ま
れ
育
ち
、
気
づ
い
た
ら
地
域
の

公
民
館
報
の
編
集
委
員
に
指
名
し

て
い
た
だ
け
る
ほ
ど
大
人
に
な
っ

て
い
た
！
こ
の
春
か
ら
は
四
賀
の

中
で
お
仕
事
に
も
恵
ま
れ
、
改
め

て
地
域
に
つ
い
て
自
分
が
微
力
な

が
ら
で
も
で
き
る
こ
と
、
や
っ
て

み
た
い
こ
と
に
目
を
向
け
て
い
け

る
機
会
を
得
て
い
る
。
▼
今
は
ど

こ
に
い
て
も
地
球
の
裏
側
と
だ
っ

て
繋
が
れ
る
。
四
賀
は
こ
こ
に

在
っ
て
そ
の
魅
力
を
ど
こ
ま
で
も

発
信
で
き
る
の
だ
。
そ
ん
な
と
き

多
く
の
音
や
周
波
数
を
知
っ
て
い

る
こ
と
は
私
に
と
っ
て
無
数
の
可

能
性
を
感
じ
て
い
け
る
こ
と
の
始

ま
り
で
あ
る
。

湧 き 水

第352号④

　

藤
松　

秀　
　

瀧
澤
長
子

　

市
川
益
甫　
　

柏
原　

章

　

麻
生
仁
志　
　

平
松
恵
二

　

小
口
正
盛　
　

有
賀
江
美
男

　

鳥
羽
敬
二　
　

久
保
田
美
保

◆
図
書
視
聴
覚
委
員
会

◎
草
間　

紳　

◯
児
玉
り
え

　

中
澤
恵
利
子　

山
田
光
子

　

本
木
智
恵
子　

降
簱
匡
子

　

草
間
和
利　
　

瀧
澤　

泉

◆
文
化
委
員
会

◎
藤
松
正
之　

◯
齋
藤
一
徳

　

佐
々
木
清
夫　

小
林
鈴
美

　

渡
邉
益
知　
　

伊
藤
喜
美
子

　

小
林
雅
子　
　

竹
内
則
義

　

本
木
裕
章　
　

久
保
田
恒
登

　

児
玉
進
一　
　

藤
松
照
定

�

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

�

　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

町会長･町内公民館長･体育部長名簿◎地区会長
○副 会 長令和6年度 （順不同・敬称略）

　

公
民
館
事
業
の
企
画
立
案
・

運
営
を
し
て
い
た
だ
く
、
四
賀

公
民
館
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
運
営
委
員

　

坪
田
広
之　
　

本
木
裕
章

　

小
澤
幸
子　
　

草
間　

紳

　

藤
松
正
之　
　

常
田　

忠

　

伊
藤
喜
美
子

◆
館
報
編
集
委
員
会

◎
小
澤
幸
子　

◯
草
田
章
夫

　

松
村
京
子　
　

花
村
佑
子

　

草
間　

紳

◆
体
育
委
員
会

◎
望
月　

剛　

◯
市
川
明
仁

　

滝
沢
恵
利
子　

岩
渕
満
喜
子

　

青
木
美
枝　
　

召
田
洋
一

　

本
木
裕
章　
　

常
田　

忠

　

久
保
田
昇　
　

児
玉　

賢

四
賀
公
民
館
委
員

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

セ
ン
タ
ー
長　

降
旗
み
ゆ
き

　

課
長
補
佐　
　

松
村
豪
治

　

課
長
補
佐　
　

佐
藤
和
彦

　

職　
　

員　
　

川
久
保
友
美

　
　
　
　
　
　
　

川
崎
祐
子

　
　
　
　
　
　
　

鳥
羽
弥
生　

　

結
婚
相
談
員　

海
野
寿
子

　

生
活
支
援
員　

市
川
洋
子

健
康
づ
く
り
課

北
部
保
健
セ
ン
タ
ー（
四
賀
担
当
）

　

保
健
師　
　

赤
沢
佳
奈

四
賀
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば

　

職　
　

員　
　

小
幡
め
ぐ
み

　
　
　
　
　
　
　

伴
在
由
里

四
賀
の
里
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

院　
　

長　
　

家
田
正
寿

　

院
長
補
佐　
　

望
月
太
郎

　

事
務
長　
　

神
谷　

孝

職

員

紹

介

町会名 町 会 長 公民館長 体育部長
反 町 〇 藤松　照一 ◎ 本木　裕章 本木　一治
刈谷原町 上條　員利 望月　　剛 柏原　　章
七 嵐 青木　史典 武川　　靖 武川　　誠
赤怒田 常田　弘志 高橋　達郎 ◎ 常田　　忠
殿野入 小林　　透 三輪　　厚 桐澤　基揮
保福寺町 太田　富晴 三輪　成人 太田　義知
小岩井 伊澤　利也 両角　健一
両 瀬 川窪　勇一 川窪　勇一 〇 久保田　昇
金 井 金井　一夫 〇 久保田恒登 降旗　信幸
原 山 矢澤登志夫 倉科　勝美 内藤　隆司
横 川 草間　和利 柳澤　盛雄 草間　友臣
会 吉 穗髙　憲一 山岸貴美男
矢 久 召田　卓史 召田　卓史 本林　一樹
召 田 〇 三間　　仁 三間　　仁 相原　　優
長 越 中村　哲司 中村　哲司
藤 池 本林　弘士 山本　　浩 伊澤　　一
穴 沢 長岩　申一 長岩　申一 長岩　幸正
取 出 ◎ 坪田　広之 〇 児玉　進一 〇 児玉　　賢
板 場 海野　孫史 本木富美男 児玉　吉信
宮 本 山田　雅昭 山田　雅昭 清野　進一
本 町 金井　治夫 横山　勝也 原田　栄樹
新 町 溝口　成彦 中澤　寛美 熊田　　弘
岩井堂 上條　政次 上條　政次 降籏　貴志
西 宮 本郷　健司 〇 藤松　照定 藤松　睦堂
落 水 〇 久保　康則 小澤　清岳 〇 藤松　　秀
井 刈 草田　　茂 内川　征則 降籏　　悟
執田光 丸山　裕滋 丸山　裕滋 和田　孝志

　

看
護
師
長　
　

朝
倉
知
子

　

看
護
師　
　

山
﨑
美
保

　
　
　
　
　
　
　

倉
科
瑞
恵

　
　
　
　
　
　
　

山
田
美
保

　

係
長
（
臨
床
検
査
技
師
）

　
　
　
　
　
　
　

桐
山
貴
之

　

薬
剤
師　
　

清
水
千
晃

　

薬
剤
師
補
助　

竹
内
ヨ
ミ
子

　
　
　
　
　
　
　

宮
下
一
枝

　

放
射
線
技
師　

関　

利
明

　

医
療
事
務　
　

髙
橋
久
美
子

　
　
　
　
　
　
　

青
山
恭
子

　

事　
　

務　
　

髙
木
佳
代
子

四
賀
公
民
館

　

館　
　

長　
　

花
村
憲
二

　

公
民
館
主
事　

浅
沼
喜
之

　

職　
　

員　
　

市
川
理
恵
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44
月月
2727
日
（
土
）
に
四
賀
支
所
に

日
（
土
）
に
四
賀
支
所
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
実

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
実

行
委
員
会
形
式
で
運
営
す
る
事
と
な

行
委
員
会
形
式
で
運
営
す
る
事
と
な

り
、
参
加
店
舗
は

り
、
参
加
店
舗
は
5050
を
超
え
過
去
最

を
超
え
過
去
最

大
と
な
り
ま
し
た
。
弾
き
語
り
ラ
イ

大
と
な
り
ま
し
た
。
弾
き
語
り
ラ
イ

ブ
や
、
や
ぎ
の
写
生
会
も
あ
り
多
く

ブ
や
、
や
ぎ
の
写
生
会
も
あ
り
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

春
の
大
結
ぶ
市

春
の
大
結
ぶ
市


